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参
は
早
追
で
権
馬
が
高
知
戻
っ
た
こ
と
を
記
載
し
た
次
の
亰
行
雑
記
の
紹
介
で
終
わ
り
ま
し
た
。
権

馬
は
京
都
か
ら
の
帰
国
、
早
追
命
令
に
理
不
尽
な
思
い
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
次
は
前
号
の
再
掲
で
す
。

何
か
前
述
の
早
追
の
日
々
の
記
録
は
後
か
ら
一
気
に
楷
書
体
で
書
い
て
い
ま
す
。
楷
書
に
力
を
込
め
た
字
に
何
か

怒
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
後
に
草
書
体
で
思
い
を
込
め
た
次
の
歌
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

浪
花
よ
り
尼
ヶ
﨑

迠
舟
ニ
て
渡
り
个(

け)

る

尓(

し
か
り)

水
鶏
の
た
ヽ
具

を
聞
て

難
波
津
の
あ
し
乃

下
葉
耳(

に)

身
を
忍
ひ

た
ヽ
具
水
鶏
能(

の)

聲

そ
や
さ
し
幾(

き)

丁
卯
の
者(

は)

る
嵐
山
ニ

ゆ
き
て

土
佐
の
海
煙
水
波
を

志
能(

の)

き
来
て
嵐
忍

山
の
國
を
見
る
可
な

丁
卯
の
宵
ミ
や
古(

都)

ふ
り

可
へ
り
て

五
月
雨
の
小
や
ミ
も

あ
ら
ぬ
夕
暮
れ
を

王(

わ

己)

き
て
都
乃

恋
し
可
り
个(

け)

る

こ
の
歌
を
私
は
次
の
よ
う
に
読
み
ま
し
た
。

浪
華
よ
り
尼
ヶ
崎
迠
舟
で
行
き

難
波
の
葦
に
隠
す
こ
と
も
な
い
身
を
置
き
進
む
。

そ
こ
で
聞
こ
え
る
水
鳥
の
鳴
き
声
は
、
優
し
く
。

丁
卯
の
春
の
嵐
山
に
満
開
の
桜
を
み
た
が
、

土
佐
の
海
飛
沫
よ
う
に

国
に
か
か
る
多
難
を
思
う
と

丁
卯
の
宵
に
雨
降
る
中
を
追
い
出
さ
れ

そ
の
雨
は
降
り
続
い
て
い
る
夕
暮
に

京
で
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
口
惜
し
く
思
う

山
内
公
記

第
三
九
巻

慶
応
三
年
五
月
九
日
「
九
日
容
堂
公
大
目
付
小
笠
原
唯
八
茂
敬

ニ

代
歸
國
ヲ
命
す
」

＊
左
写
真
は
上
の
写

真
最
後
尾
の
続
く
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の
項
題
で
色
々
な
資
料
か
ら
の
転
記
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
夫
々
の
転
記
の
始
め
に
「
道
成
日
記
」
「
中
岡
慎
太

郎
手
記
」
と
名
前
、
資
料
名
の
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
資
料
名
に
「
天
鷲
海
立

豪
骨
」
と
の
資
料
名
で
右
記

の
権
馬
に
日
記
の
同
様
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

何
故
権
馬
の
日
記
が
公
記
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問
に
思
い
書
き
出
し
の
「
天
鷲
海
立

豪
骨
」
を(

前)

山
内

宝
物
館
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
。
そ
の
回
答
は
明
治
二
十
六
年
に
坂
崎
紫
蘭
が
新
聞
に
掲
載
し
た
小
説
か
ら
の
抜
粋

と
考
え
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
二
つ
を
比
べ
る
と

権
馬
の
日
記
を
坂
崎
紫
蘭
を
見
て
紫
蘭
が
脚
色
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

京
行
雑
記

丁
卯
の
宵
ミ
や
古(

都)

ふ
り

可
へ
り
て

五
月
雨
の
小
や
ミ
も

あ
ら
ぬ
夕
暮
れ
を

王(

わ

己)

き
て
都
乃

恋
し
可
り
个(

け)

る

紫
蘭
の
文
章

高
知
城
下
に
著
し
た
折
し
も
此
頃
の
ふ
り
つ
づ
く
梅
雨
の
鬱
陶
し
き
に
き
み
に
は
祇
園
豆
腐
味
や
思
い
出
で
ら

れ
け
ん

五
月
雨
の
小
止
み
も
あ
ら
ぬ
夕
暮
れ
に

わ
き
て
都
の
こ
ひ
し
か
り
け
り

紫
蘭
の
文
章
は
都
の
生
活
を
懐
か
し
み
、
悔
し
さ
が
消
え
て
い
る
。
そ
れ
を
強
調
す
る
か
の
よ
う
に
豆
腐
を
食
べ

た
思
い
出
の
記
載
が
あ
る
。
京
行
雑
記

正
月
の
廿
五
日
「
東
山
名
處
見
物
兼
た
祇
園
豆
腐
を
喰
大
受
」
を
取
り
入
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
平
尾
道
雄
著
「
土
佐
百
年
史
話
」
で
も
「
天
鷲
海
立

豪
骨
」
全
体
を
紫
蘭
の
小
笠
原
伝
と
見
て
い

ま
す
。

小
笠
原
唯
八
の
人
物
伝
の
新
聞
記
事
の
一
場
面
で
権
馬
正
徳
の
日
記
か
ら
転
記
編
集
、
つ
ま
り
日
記
を
見
て
改
編

し
た
と
思
う
。
だ
が
、
何
時
、
ど
の
よ
う
に
し
て
日
記
を
見
た
の
だ
ろ
か
。
こ
の
謎
の
探
求
は
置
い
て
も
う
少
し
権

馬
正
徳
の
こ
と
を
探
索
し
ま
す
。

権
馬
と
戊
辰
戦
争

.

何
故
権
馬
は
戊
辰
戦
争
に
参
加
し
な
か
っ
た
の
か
。

京
都
で
の
日
記
で
も
病
弱
で
あ
っ
た
と
の
記
録
が
あ
る
が
そ
れ
だ
け
か
。

権
馬
正
徳
は
明
治
三
年
、
四
年
の
太
政
官
布
告
で
苗
字
と
実
名
に
関
す
る
規
定
。
明
治
五
年
太
政
官
布
告
「
従
来

通
称
名
乗
両
様
相
用
来
候
輩
自
今
一
名
タ
ル
ヘ
キ
事
」
に
よ
り
、
で
諱
を
選
択
し
て
安
岡
正
徳
と
名
乗
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
従
い
以
降
正
徳
と
記
し
ま
す
。
多
く
が
名
を
採
用
し
て
い
る
が
、
諱
を
名
乗
っ
て
い
る
。
大
石
は
、
名
で
も

諱
で
も
な
い
圓
と
名
乗
っ
て
い
ま
す
。

正
徳
が
明
治
に
著
し
た
文
書
に
次
の
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
趣
意
書
細
注
愚
考

・
庭
雀
戯
語
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一
方
は
明
治
七
年
、
も
う
一
方
は
時
期
の
記
載
は
な
い
が
、
廃
藩
置
県
に
触
れ
て
い
る
の
で
明
治
二
年
こ
ろ
で
は

な
い
か
。
趣
意
書
細
注
愚
考(

左
写
真
上

表
紙)

は
楷
書
体
、
庭
雀
戯
語(

左
写
真
下

先
頭
頁)

、
何
れ
も
反
明
治
政

府
貫
か
れ
て
い
る
。
も
し
か
す
る
と
戊
申
戦
争
の
後
に
出
来
る
政
府
に
懸
念
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
新
明

治
政
府
の
方
向
が
自

分
の
考
え
と
不
一
致

で
、
意
図
的
に
戊
辰
戦

争
に
参
戦
し
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
な
い

か
。

趣
意
書
細
注
愚
考
の
先
頭
頁
紹
介

趣
意
書
細
註

己
レ
ヲ
正
シ
以
テ
人
ヲ
正
ス

一
衣
服
居
処
常
用
一
園
ニ
洋
俗
ニ
似
タ
ル
禁
ス
是
国
ノ
大
害
ハ
全
ク

此
ニ
在
ヲ
以
テ
ニ
氏
洋
制
洋
俗
ヲ
主
張
ス
ル
者
ハ
皆

天
位
ヲ
廃
シ
共
和
政
治
ト
ナ
サ
ン
ト
ス
ル
ノ
賊
ノ
姦
謀
ヨ
リ
出
ル
コ
ト
ナ

レ
ハ
其
深
意
ヲ
解
セ
ス
シ
テ
妾
ニ
唱
フ
ル
ト
雖
ト
モ
賊
ノ
黨
類
ヲ
免

レ
ハ
旦
今
日
誅
ス
ル
所
ハ
国
賊
ノ
ミ
己
国
賊
ニ
似
タ
ル
所
ア(

注

横
に
書
き
直
し)
リ
テ
彼
ヲ

誅
ハ
是
権
ヲ
妬
ミ
官
ノ
奪
ハ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
出
ル
所
な
る
か
如
シ
故
ニ
先

之
ヲ
巳
に
禁
シ
テ
而
メ
後
ニ
人
ノ
之
ヲ
行
コ
ト
ヲ
禁
遏
ス
是
ヲ
義

ト
言
フ
也

一
容
貌
言
語
ハ
洋
俗
ニ
救
フ
ヲ
禁
ス
ヘ
シ

一
正
朔
ハ
全
ク
舊
暦
ヲ
用
ユ
ヘ
シ
新
暦
ハ
本
ヨ
リ
日
本
ノ
国
脈
ヲ
断

ノ
賊
ノ
ｘ
計
ニ
出
ル
以
テ
也

一
今
日
ノ
官
途
ハ
大
罪
ノ
穽(

お
と
し
あ
な)

タ
ル
ヲ
辧
ヘ
知
テ
一
ニ
望
ミ
ヲ
断
ヘ
シ

一
假
令
ニ
戯
レ
タ
リ
ト
モ
商
賣
ニ
似
タ
ル
フ
ヲ
行
フ
可
ラ
ス
商
賣
ノ
事
ヲ
行
ヒ
タ
ル
者
ハ
軍
国
共
ニ
吏
ニ
用

ユ
可
ラ
ス
豊
臣
ノ
滅
ハ
石
田
等
ノ
賣
孯(

か
ん)

ノ
手
ニ
禍
ヒ
セ
シ
ニ
監
ｘ
ル
ヘ
シ

一
今
日
郡
縣
ノ
禄
ア
リ
ト
謂
ト
モ
勢
ヒ
ハ
楢
封
建
ナ
リ
故
ニ
斯(

こ)

ノ
如
ク
自
然
ニ
藩
別
ヨ
リ
相
和
同
シ
テ

回
復
ヲ
図
ル
ｘ
ナ
リ
然
レ
ハ
先
各
藩
主
君
ヲ
奉
シ
テ
天
位
ヲ
警
衛

シ
奉
リ
テ
自
分
ノ
働
キ
ヲ
以
テ
國
難
ヲ
口
実
ト
シ
功
利
ヲ
貧
ル
者
ヲ
抑
制
ス

松
山
へ
の
連
行

正
徳
の
死
を
早
や
め
た
松
山
へ
の
連
行
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

流
離
譚
の
記
載
を
次
に
転
記
し
ま
す
。

円
や
権
馬
は
、
赤
岡
の
管
察
署
に
と
ら
え
ら
れ
る
と
数
日
間
、
高
知
で
拘
留
さ
れ
た
後
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ

て
か
愛
媛
県
松
山
獄
へ
移
さ
れ
、
権
馬
は
そ
こ
で
病
死
す
る
。
左
に
、
そ
の
聞
の
事
情
を
つ
た
え
る
円
の
獄
中
記
を

全
文
引
用
す
る
。

明
治
十
一
年
、
戊
寅
と
い
ふ
と
し
の
正
月
十
二
日
に
、
警
部
巡
査
な
ど
い
ふ
人
ど
も
、
八
、
九
人
来
り
て
、

高
知
県
県
令
の
命
ふ
く
み
て
来
れ
り
。
と
み(

富
永
有
隣)

の
御
用
な
る
に
よ
り
て
ゆ
く
べ
し
、
と
云
ふ
。
己
れ
去
年
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よ
り
疾
て
は
あ
れ
ど
、
と
み
の
こ
と
な
れ
ば
ゆ
く
べ
し
と
て
、
衣
か
へ
着
て
立
ち
出
ぬ
。
《
後
略
》

流
離
譚
で
は
「
い
か
な
る
理
由
よ
っ
て
か
」
と
松
山
へ
の
連
行
理
由
は
不
明
、
当
の
本
人
の
大
石
も
富
永
有
隣
の

関
連
と
推
測
し
て
い
る
。
現
在
、
理
由(

令
状)

な
し
の
捜
査
、
連
行(

現
行
逮
捕
以
外)

は
現
行
憲
法
で
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
現
行
憲
法
で
制
定
さ
れ
た
項
目
で
明
治
で
の
理
由
不
明
の
連
行
は
当
た
り
前
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

愛
媛
縣
士
族
飯
渕
貞
幹
の
自
白
調
書
に
大
石
、
安
岡
権
馬
の
名
が
出
て
き
ま
す
。

「
自
分
儀
維
新
以
来
皇
國
ノ
政
体
ヲ
熟
孝
充
ニ
其
制
度
漸
々
欧
米
各
國
ノ
風
ヲ
模
倣
シ
・
・
」
で
始
ま
り
、
今
の
政

府
は
皇
國
を
忘
れ
西
洋
を
模
倣
し
て
い
る
。
益
々
疑
惑
を
持
っ
て
い
て
、
明
治
五
年
頃
よ
り
、
正
し
い
方
向
に
戻
す

べ
き
と
考
え
た
。
明
七
年
六
月
に
都
下
の
状
況
探
索
で
出
掛
け
、
富
永
有
隣
よ
り
同
志
と
聞
い
て
い
た
大
石
圓
に
会

い
意
見
交
換
し
て
意
気
投
合
し
、
大
石
の
紹
介
で
島
津
久
光
と
面
談
を
し
た
。
大
石
圓
外
高
知
縣
に
久
万
啓
吉
安
岡

権
馬
等
も
仝(

同)

志
で
事
を
談
じ
・
・
明
治
八
年
九
月
頃
高
知
縣
同
志
ノ
者
よ
り
弾
薬
豫
備
ノ
義
申
越
其
主
旨
不
分

明
・
・
・
右
之
通
相
違
不
申
上
候
以
上

明
治
十
年
六
月
廿
ニ
日

飯
渕
貞
幹

拇
印

調
書
を
見
る
と
飯
渕
の
考
え
は
趣
意
書
細
注
愚
考
、
庭
雀
戯
語
に
書
か
れ
た
の
と
同
じ
で
す
。
こ
の
自
白
を
読
む

と
「
大
石
圓
外
高
知
縣
久
万
啓
吉

安
岡
権
馬
」
と
名
が
挙
が
り
「
明
治
八
年
九
月
頃
高
知
縣
仝
志
ノ
者
よ
り
弾
薬
豫

備
ノ
義
申
越
其
主
旨
不
分
明
の
□
ハ
後
得
氏
豫
謀
議
ノ
筋
モ
有
之
萬
一
止
ム
ヲ
得
サ
ル
塲
合
ニ
至
ヲ
ハ
兵
力
ニ
籍

リ
」
あ
り
ま
す
。
こ
の
自
白
を
事
実
と
す
れ
ば
、
弾
薬
を
用
意
し
武
装
蜂
起
を
計
画
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
自

白
後
六
ヶ
月
後
の
正
月
に
連
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
永
有
隣
は
明
治
十
年
に
逮
捕
さ
れ
、
西
南
戦
争
が
終
り
、
反
明

治
政
府
へ
の
弾
圧
が
厳
し
く
な
り
高
知
で
も
立
志
社
の
林
有
造
、
片
岡
健
吉
も
逮
捕
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
連
の

弾
圧
の
一
環
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
裁
判
も
な
く
九
ヶ
月
後
に
放
免
さ
れ
ま
す
。
松
山
の
点
数
稼
ぎ
か
、
立
志

社
で
高
知
は
手
が
回
ら
な
っ
た
の
か
、
自
白
重
視
の
時
で
す
の
で
証
拠
不
十
分
は
な
い
と
思
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も

正
徳
は
自
他
と
も
認
め
る
反
明
治
政
府
な
の
で
す
。

明
治
初
期
の
権
馬
正
徳
関
連
の
文
書

正
徳
の
反
明
治
政
府
の
考
え
を
示

す
も
の
に
前
述
の
・
趣
意
書
細
注
愚

考
・
庭
雀
戯
語
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
年
月
日
、
記
載
者
も
不
明
で

あ
る
が
、
権
馬
正
徳
の
行
動
に
関
連

し
た
文
書(

資
料)

を
紹
介
し
ま
す
。

・
安
岡
會(

下
写
真)

メ
ン
バ
ー
を
見
る
と
所
謂
古
勤
党

の
集
ま
り
で
党
費
を
集
め
て
い
る
よ

う
に
読
め
ま
す
。
安
岡
會
の
意
味
は

安
岡
権
馬
が
リ
ー
ダ
ー
を
示
し
て
い

る
の
か
、
場
所
提
供
の
名
か
。

安
岡
會

四
月
五
日

(

折
た
た
み
裏
側)

■

■

■

黒
岩
郁
■

壱
圓
半

請
取

西
山
理
之
助

四
月
下
旬
ゟ

竹
内
氏
ゟ
送
ル

壱
圓
半

受
取

山
本
半
吉
郎

初
拾
六
圓
半

武
内
半
六
宛

壱
圓
半

受
取

安
岡
権
馬

五
月
廿1

日

森
氏
ゟ
送
ル

大
石
彌
太
郎

但
六
圓
半

同
人
宛
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壱
圓

受
取

谷
作
七

〆
弐
拾
三
圓
也

半
圓

受
取

森
新
太
郎

メ
ン
バ
ー
の
名
で
安
岡
権
馬
、
大
石
彌
太
郎
と
革(

改)

名
の
前
の
名
で
す
の
明
治
三
、
四
年
以
前
と
思
わ
れ
る
。

後
半
が
欠
け
て
い
る
の
で
確
定
は
で
き
な
い
が
、
右
記
の
上
が
個
人
献
金
で
下
が
そ
の
資
金
送
付
先
と
す
る
と
、
献

金
が
少
な
い
の
で
資
料
の
欠
け
た
個
所
に
他
の
献
金
者
が
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

・
資
金
調
達
の
文
書

前
項
の
献
金
と
は
別
に
資
金
を
調
達
の
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。
「
地
所
永
代
賣
渡
證
書
」(

先
頭
頁
に
村
用
係
名
で

赤
字
で
売
却
卯
土
地
の
広
さ
確
認
記
載
が
明
治
八
年
乙
亥
八
月
十
九
日
と
記
載)

で
、
正
徳
が
明
治
八
年
土
地
を
売
却

し
た
證
書
で
す
。
そ
の
二
頁(

左
写
真)

に
買
主
が
正
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。
資
金
調
達
の
裏
工
作
、
現
在
の
マ
ネ
ー
ロ

ン
ダ
リ
ン
グ
か
。
正
風
は
正
徳
の
考
え
に
共
感
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
資
金
調
達
、
前
述
の
会
合
な
ど
か
ら

飯
渕
の
自
白
の
弾
薬
購
入
、
武
装
蜂
起
が
事
実
に
見
え
て

来
ま
す
。

資
金
の
送
達
に
関
す
る
次
の
文
書(

手
紙)

が
あ
り
ま

す
。

「
前
文
奉
謝
候
然
者
喜
之
丞
引
合
之
事

料
足
返
信
平
ト
熟
談
之
由
若
私
済
■
則
チ

溝
口
始
末
被
召
置
何
方
相
御
付
候
問
早
速
地
所

御
更
取
之
上
稲
之
手
入
為
處
度
ト
代
言
料
之
銭
者

萬
紙
之
通
ニ
而
御
座
候
間
少
々
金
も
ふ
え
仕
□
大
石

養
救
□
金
子
借
用
□
何
方
為
相
附
間

早
速
大
石
へ
此
分
御
弁
却
□
度
右
委
細
之

義
ハ
近
々
中
御
咄
可
申
述
候
先
ハ
多
忙
中

右
計
如
何
御
届
□
拝

高
知
ゟ安

岡
實
門

七
月
廿
七
日
夜

安
岡
正
徳
様
」

送
金
の
御
礼
、
同
志
の
状
況
、
代
言
料
に
使
っ
た(

逮

捕
さ
れ
弁
護
士
料
ヵ)

こ
と
、
大
石
へ
金
手
配
こ
と
等
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
発
信
人
は
「
高
知
ゟ
安
岡
寛
門
」
の

年
は
不
明
で
、
心
資
金
調
達
が
八
月
で
手
紙
は
七
月
と
ず

れ
が
あ
り
直
接
の
関
連
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ

と
別
に
「
大
石
渡
」
文
書(

上
左
写
真)

が
こ
ち
ら
も
安
岡

寛
門
名
で
あ
り
ま
す
。
大
石
が
直
接
出
せ
な
い
事
情
が
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

平
尾
道
雄
著
「
土
佐
百
年
史
話
」
立
志
社
の
林
有
造
が

明
治
十
年
三
月
一
日
に
幹
部
会
で
挙
兵
を
説
明
し
、
古
勤

王
党
と
立
志
社
が
接
近
し
て
い
る
と
あ
り
ま
す
。
立
志
社
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は
そ
の
前
の
明
治
八
年
五
月
に
資
金
調
達
の
た
め
計
画
し
た
白
髪
山
が
払
い
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
白
髪
山
に
よ
る

資
金
調
達
は
不
成
功
に
お
わ
り
ま
し
た
が
、
安
岡
正
徳
と
正
風
の
間
の
土
地
売
却
の
明
治
八
年
と
符
合
し
て
い
ま
す
。

立
志
社
の
獄
に
絡
ん
で
古
勤
王
党
の
同
志
が
捕
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
疑
獄
か
ら
逃
れ
る
た
め
大
石
は
直
接
手
紙
を

出
せ
な
か
っ
た
の
か
。

維
新
後
の
大
石
と
安
岡
の
関
連

権
馬
の
道
中
日
記
、
京
行
雑
記
に
大
石
の
名
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
維
新
後
は
正
徳
と
大
石
の
関
係
が
深
い
で
す
。

維
新
後
に
大
石
が
関
わ
っ
た
安
岡
の
家
と
の
関
連
を
述
べ
ま
す
。

大
石
と
嘉
助
、
覺
之
助
、
そ
し
て
お
西(

文
助)

と
の
関
わ
り
か
ら
述
べ
ま
す
。

大
石
は
戊
辰
戦
争
に
参
加
し
ま
す
が
、
戦
い
後
の
行
動
は
他
の
戊
辰
戦
争
の
幹
部
と
異
な
り
ま
す
。
多
く
は
中
央

に
残
り
官
僚
に
な
っ
た
人
が
多
い
で
す
が
、
大
石
は
中
央
か
ら
の
誘
い
を
断
り
帰
郷
し
ま
し
た
。
大
石
は
大
石
は
勤

皇
党
盟
約
書
を
武
市
半
平
太(

瑞
山)

と
起
草
し
ま
し

た
が
、
田
中
光
顕
の
呼
び
掛
け
の
瑞
山
會
に
も
加
入

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
田
中
と
大
石
は
接
触
が
あ
っ
た

よ
う
で
、
嘉
助
が
天
誅
組
出
陣
の
際
に
大
石
に
渡
し

た
色
紙(
上
写
真)

が
、
田
中
光
顕
に
縁
の
深
い
青
山

文
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

嘉
助
の
墓
に
は
文
化
四
甲
子
二
月
十
三
日

於

西
京
忠
死
時
年
二
十
又
九
、
と
歌
が
万
葉
か
な
で
彫

ら
れ
て
い
ま
す
。
死
亡
の
日
付
は
寺
石
正
路
著
「
山

北
の
両
烈
士
」
の
記
載
と
三
日
ず
れ
、
墓
に
彫
ら
れ

た
次
の
歌

二
た
ヽ
悲
盤
■
■
へ
起
世
奈
ら
ぬ
我
身
を
も

春
川
留
ハ
君
乃
御
為
奈
り
■
里

「
山
北
の
両
烈
士
」
に
記
載
の
解
読

再
び
と
來
べ
き
世
な
ら
ぬ
我
身
を
も

捨
つ
る
は
君
の
御
爲
な
り
け
り

を
「
正
定
君
は
薩
邸
を
脱
し
義
擧
に
加
は
る
時
左
の

一
首
の
和
歌
を
寄
せ
郷
國
の
同
志
に
別
を
告
げ
た

時
に
渡
し
た
歌
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
述
の

歌
と
同
じ
よ
う
に
こ
の
同
志
は
大
石
と
推
測
し
ま

す
。
大
石
が
嘉
助
の
死
亡
時
期
及
び
歌
、
覚
之
助
の
戦
死
の
状
況
を
文
助(

文
輔)

に
伝
え
に
行
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

ま
す
。
皆
山
集
の
維
新
功
労
者
調
の
安
岡
嘉
助
の
項
に
文
助
で
な
く
「
文
輔
の
二
男
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
輔

か
ら
文
輔
の
改
名
は
明
治
三
年
頃
で
す
。
皆
山
集
の
著
者
松
野
尾
章
行
と
文
助
の
接
点
が
な
く
、
取
材
し
た
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
松
野
尾
章
行
と
大
石
は
接
点
が
あ
り
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
皆
山
集
の
勤
皇
党
盟
約
書
を
武
市
半
平
太
と

起
草
時
の
状
況
、
特
に
岡
田
以
蔵
に
起
草
の
場
面
を
覗
か
れ
て
仕
方
な
く
岡
田
の
署
名
を
許
し
た
な
ど
は
当
事
者
し
か
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
石
を
松
野
尾
章
行
が
取
材
し
記
述
し
た
と
思
い
ま
す
。
同
じ
よ
う

に
大
石
と
文
輔
と
会
っ
た
後
に
大
石
と
松
野
尾
章
行
会
い
、
改
名
を
知
っ
た
の
だ
ろ
う
。

大
石
が
文
輔(

助)

と
会
っ
た
の
は
嘉
助
の
娘
馬
子
の
明
治
三
年
に
死
去
し
た
の
を
契
機
に
お
西
関
連
の
文
輔
の
妻
、

覺
之
助
、
嘉
助
、
馬
子
の
墓
を
四
坊
山
に
建
て
い
ま
す
の
で
、
明
治
三
年
よ
り
以
前
で
す
。
大
石
が
文
輔
に
会
い
に
来
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て
、
そ
の
時
に
隣
家
の
お
上
の
権
馬
と
話
し
息
投
合
し
た
の
だ
ろ
う
。
大
石
圓
翁
略
傳
に
よ
る
と
明
治
二
年
十
一
月
か

ら
東
京
に
い
て
翌
年
四
月
九
日
の
帰
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
の
権
馬
が
庭
雀
戯
語
に
同
志
大
石
へ
呼
び
掛
け
る

よ
う
な
次
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

御
政
体
を
議
春(

す)

実
ニ
重
刑
の
免
れ
佐
る
を
知
れ
り

幸
尓
元
頑(
か
た
く
な)

民
国
を
愛
春
る
の
鄙
情
御
洞
察
あ
ら
せ
ら

れ
御
海
容
ヲ
萬
分
尓
も
采
對
力
義
ニ
取
ら
せ

ら
禮(

れ)

ん
事
□
あ
ふ
連(
れ)

ね
可(

が)

ふ
と
土
佐
の
國
大
石
圓

誓
願
再
月
日

な
る
と
為
ニ
□
る
あ
る
處
の
□
増
す
を
左
の
如
ク
書
入
御

覧
候
北
州
□
を
用
ゆ
る
と
然
ら
さ
る
と
ハ
一
座
人
を

春
る
事
厚
き
と
薄
き
と
尓
よ
る
事
な
れ
と
全
体<

後
略>

権
馬
は
既
に
大
石
の
考
え
と
共
鳴
し
て
い
ま
す
の
で
、
大
石
が
文
輔
に
会
い
に
来
た
の
は
明
治
二
年
以
前
で
す
。

大
石
が
帰
国
後
、
大
石
圓
翁
略
傳
で
は
明
治
三
年
九
月
に
大
石
の
書
を
長
州
の
前
原
一
誠
へ
池
知
と
安
岡(

正
徳
ヵ)

が
送
り
届
け
て
い
ま
す
。
両
者
は
前
述
の
安
岡
會
な
ど
の
開
催
、
資
金
調
達
な
ど
古
勤
皇
党
の
幹
部
と
し
て
行
動
し

て
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

本
「
山
北
の
両
烈
士
」
に
「
郷
國
の
同
志
に
別
を
告
げ
た
」
と
だ
け
あ
り
、
大
石
圓
翁
略
傳
で
も
天
忠
組
の
別
れ
の

場
面
は
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
両
冊
子
と
も
寺
石
正
路
著
で
同
じ
大
正
十
年
代
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
大
石
は

大
正
五
年
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
著
者
は
直
接
は
聞
い
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
何
に
基
づ
い
て
書
い
た
の
か
。
私

の
祖
父
秀
彦
の
大
正
十
三
年
六
月
十
八
日
の
日
記
に

公
文
俊
馬
ヨ
リ
故
安
岡
や
な
ノ
所
有
シ
テ
居
ツ
タ
故
安
岡
覺
之
助
様
遺
物
等
小
包
ニ
テ
送
リ
来
ル
是
ハ
企
図
セ
ル

傳
記
編
纂
及
ビ
記
念
碑
建
設
ノ
參
考
資
料
ニ
ス
ル
為
ナ
リ

と
あ
り
ま
す
。
安
岡
や
な(

弥
奈)

は
公
文
か
ら
道
之
助
の
嫁
と
な
っ
た
人
で
す
。
文
助
が
手
元
に
置
い
て
い
た
文
書
を

守
っ
た
人
で
す
。
日
記
に
は
覺
之
助
様
遺
物
と
あ
り
ま
す
が
、
大
石
と
の
会
談
の
書
付
、
墓
に
彫
ら
れ
た
和
歌
の
書
付

も
あ
り
宛
名
が
な
か
っ
た
の
で
「
郷
國
の
同
志
」
と
あ
い
ま
い
な
書
き
方
に
な
っ
た
と
推
測
し
ま
す
。

大
石
圓
翁
略
傳
に
よ
る
と
大
石
は
「
明
治
二
十
年
の
前
後
一
度
伊
勢
神
宮
の
仕
人
と
な
り
し
も
間
も
な
く
辭
し
て

歸
り
全
く
閑
散
の
身
と
な
り
て
悠
然
吟
咏
に
日
を
消
し
て
靜
か
に
餘
生
を
送
ら
れ
た
。
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
静
か

な
余
生
の
頃
、
安
岡
の
家
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。

祖
父
秀
彦
の
明
治
四
十
五
年
の
日
記
に

七
月
十
二
日

金
曜

曇

中
ノ
村
□
ヘ
行
キ
大
石
弥
太
郎
老
人
の
懐
旧
話
ヲ
聞
ク
。

・
・
・

九
月
十
日

火
曜

曇

豫
定

無
し

中
食
後
前
乃
池
で
鰻
を
つ
り
よ
つ
た
ら
大
石
圓
老
人
が

来
ら
れ
刀
剣
ヲ
手
入
を
し
て
や
ろ
う
と
の
事
で
あ
つ
た

お
頼
み
申
す
御
話
し
が
長
が
い
の
で
遂
ニ(

に)

二
刀
し
か
手
入
が

出
来
上
ら
ず
・
・
。

九
月
十
一
日

水
曜

晴

豫
定

無
し

大
石
老
人
本
日
も
朝
か
ら
刀
剣
乃
手
入
・
・

少
し
昔
乃
面
白
き
話
を
し
て
聞
か
し
て
下
だ
さ
る

＊
嘉
助
、
覺
之
助
の
話
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

午
後
四
時
頃
谷
迄
帰
ら
る
と
乃
事
ニ
て
見
送
り
た
り
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正
徳
の
死

前
述
の
通
り
、
正
徳
は
松
山
の
牢
に
投
獄
さ
れ
九
ヶ
月

後
に
釈
放
さ
れ
ま
す
が
、
牢
で
病
状
が
悪
化
し
死
去
し
ま

す
。
正
徳
の
墓
標(

下
写
真)

の
正
面
に
安
岡
正
徳
の
名
、

他
面
に
正
徳
の
生
き
様
を
漢
文
で
刻
ん
で
い
ま
す
。

正
徳
は
自
分
の
考
え
、
是
非
を
別
と
し
て
、
変
え
る
こ

と
な
く
貫
い
た
人
で
し
た
。
そ
の
こ
と
を
知
る
友
が
墓
に

刻
ん
だ
碑
文
の
翻
刻
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

安
岡
氏
は
土
佐
の
者
也
、
其
の
居
香
美
郡
山
北
邑
は
最
も
旧
族
を

称
す
れ
ど
も
、
其
の
世
系
を
詳
ら
か
に
せ
ず
、
由
る
所
輓
近( ﾊ

ﾞﾝ
ｷ

ﾝ)

善
士
三
人
を
生( ｲ

ﾀ
ﾞ)

す
、
一
を
覺
之
助
と
曰
う
、
明
治
元
年
王

師
の
征
東
に
従
ひ
、
大
い
に
力
を
行
間
に
効( ｲ

ﾀ)

し
、
遂
に
會
津

城
下
に
死
す
、
其
の
弟
を
嘉
助
と
曰
う
、
覇
政
の
専
横
を
憤
り
、

義
を
大
和
に
擧
げ
て
之
に
死
す
。
両
人
は
其
の
事
史
に
較
著( ｶ

ｸﾁ
ｮ

題
著
の
意)

た
り
、
氏
の
傳
ら
れ
る
こ
と
之
多
い
、
而
し
て
世
で
君

に
称
す
る
こ
と
不
聞
、
君
は
諱
を
正
徳
の
簡
録
を
称
す
、
覺
之
助

の
従
弟
也
、
人
と
為
り
間
黙
、
能
く
静
を
以
て
事
を
鎮
物
、
忽
遽( ｺ

ﾂｷ
ｮ

だ
し
ぬ
け
で
急
な
さ
ま)

の
際
と
雖
も
、
亦
之
に
処
す
る
に
裕

如
た
り
、
其
の
人
に
接
す
る
や
慟
々( ﾄ

ﾞｳ
ﾄﾞ
ｳ)

、
殊
に
払
戻( ﾌ

ﾂﾚ
ｲ

逆
う
の
意)

の
色
な
し
、
甚
し
く
義
を
好
み
、
人
と
為
り
に
於
て
郷

人
子
弟
其
の
奨
励
す
る
所
と
為
る
は
、
蓋( ｹ

ﾀﾞ)

し
郷
人
を
害
す
る
を
勘( ｶ

ﾝｶ
ﾞ)

へ
ざ
れ
ば
な
り
、(*
右
行

郷
民
の
た
め
に
な
る
よ
う
に

と
ば
か
り
考
え
て
い
た)

今
に
至
り
て
之
を
思
ひ
、
一
事
を
擧
げ
ん
と
慾
す
る
毎
に
、
未
だ
？
ん
君
の
地
に
在
ら
ざ
る
を
歎
か
ず
ん
ば
あ

ら
ず
、
嗚
呼
、
君
は
一
布
衣
耳ﾌ

ｲﾉ
ﾐﾆ)

思
意
を
つ
く
し
て
以
て
其
の
人
に
及
ぼ
し
、
而
し
て
能
く
人
を
し
て
此
の
如
く
思
は
し
む
、
豈( ｱ

ﾆ)

忠
信
の
孚( ﾏ

ｺﾄ

心
の
中
に
大
切
に
だ
き
し
め
て
い
る
気
持)

有
ら
ざ
ら
ん
や
、
君
生
年(

生
前)

甚
し
く
は
読
書
せ
ず
、
然
れ
ど
も
能
く

大
義
に
通
じ
、
夙( ﾂ

ﾄ)

に
皇
室
の
式
微
を
慨( ﾅ

ｹﾞ

胸
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て)

き
、
窃( ﾋ
ｿ)

か
に
有
為(

才
能
が
あ
る)

の
志
を
抱
き
て
四
方

の
名
士
と
交
り
、
勤
王
の
士
の
士
闕
下( ｹ

ｯ
ｶ

宮
廷
の
下
＝
京
都)

に
雲
集
す
る
の
日
、
君
其
の
間
に
周
旋
し
、
與( ｸ

ﾓ)

に
力
を
太
政
の

復
古
に
為( ﾂ

ｸ)

す
あ
り
、
百
弊
湔
滌( ｾ

ﾝｼ
ﾞｮ
ｳ

積
も
っ
た
旧
弊
を
一
挙
に
洗
い
清
め
る)

し
て
、
復( ﾏ

ﾀ)

霊( ｱ
ｷﾗ
ｶ)

か
に
す
べ
き
事
有
る
な

き
が
若( ｺ

ﾞﾄ
ｼ)

し
、
然
れ
ど
も
天
歩(

天
の
ま
わ
り
合
わ
せ)

ま
さ
に
艱
に
し
て
、
陰
然
不
測
の
渇
勢
を
胚
胎
す
る
こ
と
あ
る
に
以
た
り
、

君
こ
れ
を
憂
へ
、
重
趼( ｼ

ﾞｭ
ｳｹ
ﾝ

趼

足
に
で
き
る
た
こ)

を
惜
し
ま
ず
、
西
へ
之( ﾕ)

き
又
東
へ
之
き
、
至
る
所
必
ず
豪
に
就
き
、
後
一

所
に
課
る
、
此( ｶ

ｸ)

の
如
き
者
連
年
な
り
、
以
て
時
艱
を
済( ｽ

ｸ)

ふ
策
、
而( ｼ

ｺｳ)

し
て
事( ｺ

ﾄ)

時
と
違
ひ
一
を
得
ず
、
施
す
所
空
し
く
、

齎
志( ｻ

ｲ
ｼ

志
を
あ
の
世
ま
で
持
ち
つ
づ
け
る
こ
と)

し
て
帰
る
、
家
居
忽
々( ｺ

ﾂ
ｺ
ﾂ

気
抜
け
す
る
様
・
失
意
の
状)

と
し
楽
し
ま
ず
、

間
語
時
事
に
及
べ
ば
即
ち
旧
然(

元
通
り
す
っ
か
り
元
気
回
復
し)

之
を
久
し
う
し
聞
く
者
蓋( ﾐ

ﾀ
ﾞ)

し
心
を
動
か
す
、
明
治
十
年
西
南
の

事
起
る
、
是
時
に
当
り
で
や
、
物
情
淘
々( ﾁ
ｮｳ
ﾁｮ
ｳ

騒
ぐ
、
お
だ
や
か
な
ら
ず)

と
し
て
蜚
語( ﾋ

ｺﾞ)

蝗(

浮
説
乱
れ
飛
ぶ)

の
如
く
、
以
て

事
疑
似( ｺ

ﾄ
ｷ
ﾞ

確
な
証
拠
が
あ
つ
て
の
こ
と
で
は
な
く
、
単
に
疑
わ
し
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で)

に
捗( ｱ

ﾀ
ﾘ)

り
、
繋
獄
せ
ら
る
る
者
多

し
、
明
年
春
正
月
君
も
亦
捕
へ
ら
れ
、
伊
予
松
山
の
法
衛( ﾎ

ｳｶ
ﾞ)

に
拘( ﾂ

ﾅ)

が
る
、
同
じ
く
捕
え
ら
る
者
二
人
、
曰
く
大
石
某
、
曰
く
久

馬
甚
、
皆
君
の
莫
逆
の
友
也
、
淹
獄( ｴ

ﾝ
ｺ
ﾞ
ｸ

獄
に
留
ま
る
こ
と)

数
か
間
、
推
鞠( ｽ

ｲ
ｷ
ﾞ
ｸ

推
聞
と
同
意
、
罪
科
の
拘( ｺ

ｳ)

り
間
□)

さ

れ
て
無
実
に
帰
し
釈
を
得
た
り
、
爰( ｺ

ｺ)

に
君
固( ﾓ

ﾄ)

よ
り
病
を
善
く
し(

病
気
に
な
り
易
い
体
の
た
め)

、
遂
に
罹
る
、
無
れ
ど
も
療
挨

の
人
改( ｺ

ﾄ
ｻ
ﾗ)

に
虐
憂
も
す
る
こ
と
甚
し
く
、
成
を
得
し
難
し
、
松
山(

松
山
の
民
家
あ
る
い
は
旅
舎
の
意
か)

に
抵( ｲ

ﾀ)

ら
ん
が
た
め
懇

請
し
て
暫
く
出
獄
す
る
を
得
て
加
養
せ
り
、
無
れ
ど
も
病
気
轉
ず
る
こ
と
劇( ﾊ

ｹﾞ)

し
く
、
既
に
支
ふ
る
こ
と
能
は
ず
、
九
月
十
六
日
松

山
の
客
舎
に
終
る
、
聞
く
者
悼
惜( ﾄ

ｳｼ
ｬ
ｸ)

し
、
一
郷
の
不
幸
為
さ
ざ
る
は
ん
し
、
君
天
保
十
年
を
以
て
生
れ
る
や
、
そ
の
表
兄
山
本
某

即
ち
松
山
に
赴( ｵ

ﾓﾑ)

き
、
拮
据( ｷ

ﾂｷ
ｮ

)

に
備
へ
至
る
、
是
よ
り
護
ら
れ
南
に
帰
る
葬
る
先
塋( ｾ

ﾝｴ
ｲ

先
祖
の
墓
地)

に
定
む
、
君
素
り
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国
門(

和
歌)

を
嗜
み
、
獄
に
在
り
て
詠
ず
る
所
の
十
数
首
、
幸
ひ
に
家
に
伝
ふ
る
こ
と
を
得
た
り
、
志
氣
蓋
然
と
し
て
手
外
に
溢
れ
、
ま

さ
に
以
て
其
の
養
る
所
の
一
端
を
観
る
に
足
る
べ
し
、
噫( ｱ

ｱ)

、
士
の
志
を
励
ま
し
、
行
ひ
に
已( ｽ

ﾃﾞ)

に
窮
し
て
泯
没( ﾋ

ﾞﾝ
ﾎ
ﾞ
ﾂ

滅
び

去
る)

す
る
者
、
何
ぞ
況
や
に
限
ら
ん
や
、
遺
愛
の
若
君
固
可
以
蔑
限
於
地
下
矣( ﾅ

ﾗ
ﾝ)

然
り
而( ｼ

ｺ)

し
て
竟( ﾂ

ｲ)

に
之
を
述
ぶ
る
な
く
ん

ば
、
即
ち
、
後
の
子
孫
ま
さ
に
何
を
以
て
か
、
其
の
先
郷
の
徳
を
考
ふ
る
所
有
ら
ん
、
後
輩
ま
さ
に
何
を
以
て
か
善
を
為
す
を
勧
む
る

所
有
ら
ん
、
余
固( ﾓ

ﾄ)
よ
り
之
を
道( ｲ)

は
ん
こ
と
を
楽
し
み
で
す
、
而
し
て
君
の
御
友
其
る
矛
余
に
従
ひ
て
遊
る
者
、
又
以
て
請
り
、

是
に
於
て
余
不
弁
な
れ
ど
、
撲
迊( ﾎ

ﾞｸ
ﾍｲ)

を
以
て
乃( ｽ

ﾅﾜ
ﾁ)

ち
略
叙
す
る
の
次( ﾂ

ｲﾃ
ﾞ)

、
其
の
聞
く
所
を
し
て
、
諸( ｺ

ﾚ)

を
墓
に
鑱( ﾐ

ﾉ

う

が
ひ)

せ
し
め
、
以
て
予
の
後
人
に
告
げ
ん

明
治
十
三
年
冬
十
二
月

平
安
中
沼
照
醇
述

友
人
筆
建
石

暁
崎
記
礼
書

正
徳
は
民
族
主
義
者
で
反
明
治
政
府
の
活
動
家
だ
っ
た
の
で
す
。

墓
の
碑
文
で
も
明
治
十
一
年
九
月
十
六
日
松
山
の
客
舎
に
終
わ
る
と
あ
り
ま
す
。
大
石
が
解
放
さ
れ
た
の
が
、
大

石
圓
翁
略
傳
で
は
九
月
十
五
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
正
徳
も
大
石
と
一
緒
に
獄
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
正
徳

も
十
五
日
獄
を
出
て
翌
日
に
死
亡
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
に
照
会
し
た
権
馬
の
戸
籍
で
は
死
亡
時
期
は
明

治
十
一
年
十
一
月
十
一
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
届
が
遅
れ
た
だ
け
な
の
か
、
そ
こ
ま
で
生
き
延
び
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
書
き
出
し
が
「
余
下
獄
九
閲
月
憤
懣
」
で
漢
文
で
書
か
れ
た
二
十
九
頁(
白
紙
一
枚
含
む)

の
資
料(

左
写
真)

が
あ

り
ま
す
。
著
者
名
、
作
成

年
月
日
が
書
か
れ
て
い

ま
せ
ん
。
九
ヶ
月
間
獄
に

い
た
こ
と
、
明
治
政
府
の

批
判
す
る
言
葉
、
そ
し
て

「
洋
夷
跋
扈
」
な
ど
か
ら

正
徳
が
書
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
大
石
な
ど
他

の
人
の
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
内
容
を
精
査
し
作

者
の
で
決
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
下
獄
の
翌
日

亡
く
な
っ
た
の
が
正
し

け
れ
ば
書
け
ま
せ
ん
。
戸

籍
の
死
亡
時
期
が
正
し

け
れ
ば
下
獄
後
、
二
ヶ
月

過
ぎ
て
か
ら
の
亡
く
な
り
二
月
間
で
渾
身
を
込
め
て
書
い
た
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

正
徳
と
正
風

正
徳
と
正
風
は
隣
に
住
ん
で
い
た
叔
父
、
甥
の
だ
け
の
関
係
で
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
正
風
は
寅
兵
衛
→
乕
二

郎
→
正
風
と
正
徳
と
同
じ
よ
う
に
諱
を
名
と
し
て
い
ま
す
。
正
風
は
松
山
の
牢
を
訪
ね
、
正
徳
よ
り
手
紙(

次
頁
右
写

真)

を
受
け
取
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
御
祖
母
の
健
康
を
気
遣
い
、
自
分
は
大
丈
夫
だ
、
と
伝
え
る
よ
う
に
依
頼
し
て
い

ま
す
。
牢
獄
か
ら
出
る
時
、
も
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
大
石
の
獄
中
記
に
は
山
本
の
み
で
正
風
の
名
が
な
い
で
す
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が
、
迎
え
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
そ
の
後
、
正
徳
の
家
督
を
息

子
虎
一
郎
に
相
續
す
る
願
之
文
を
親
族
安
岡
正
風
名
で
書
い
て
い
ま
す(

下

左
写
真)
。

＊
正
徳
の
祖
母(
廣
助
の
妻)

、
養
祖
母
は
既
に
死
去
、
養
母
は
家
を
離
れ
て
い
た
の
で
妻)

実
母(

源
右
衛
門
の
妻)
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
正
風
と
同
居
し
て
い
た
。

正
風
は
正
徳
の
手
助
け
を
数
多
く
し
て
い
る
。
正
徳
と
同
じ
よ
う
に
名
を

諱
で
名
乗
り
、
資
金
の
調
達
の
手
伝
、
牢
獄
へ
の
訪
問
、
死
後
の
虎
一
郎
へ

の
財
産
移
譲
願
い
の
下
書
き
、
こ
れ
を
見
る
と
前
述
し
ま
し
た
が
、
正
風
は

正
徳
の
思
想
に
共
鳴
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
正
風
少
年
の
頃

で
す
が
、
富
永
有
隣
に
も
会
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
私
の
曾
祖
母
房

と
別
れ
た
こ
と
だ
け
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
の
人
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
。
曾
祖
父
又
彦
が
も
元
夫
の
正
風
に
会
い
に
行
っ
て
い
る

の
も
気
に
な
り
ま
す
。
時
期
は
不
明
で
す
が
、
台
湾
へ
渡
っ
て
い
ま
す
。
台

湾
で
警
官
に
な
っ
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
が
、
台
湾
か
ら
の
年
賀
状

を
見
る
と
会
社
員
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
結
局
、
台
湾
で
大
正
七
年
六
十
歳

で
死
去
。
遺
骨
が
梁
川(

現
在
の
伊
達
市)

の
本
家
へ
送
ら
れ
、
葬
ら
れ
そ
の

墓
に
は
客
死
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

文
久
か
ら
元
治
と
安
岡
の
家

《
覚
之
助
の
投
獄
》

明
治
維
新
ま
で
の
正
徳
関
連
の
動
き
を
見
て
き
ま
し
た
。
そ
の
源
流
は
文

久
に
始
ま
り
ま
す
。
世
の
中
の
大
き
な
流
れ
に
巻
き
込
ま
れ
る
か
、
入
り
込

む
よ
う
に
安
岡
の
家
に
色
々
動
き
が
あ
り
ま
す
。
文
助
日
記
な
ど
か
ら
文
久

元
年
か
ら
安
岡
の
家
関
連
の
出
来
事
を
次
に
示
し
ま
す
。

・
文
久
元
年

勤
皇
党
結
成

四
月
廿
一
日

覚
之
助
道
之
助
大
坂
御
陣
家
詰
被
仰
付
出
足

五
月

住
吉
陣
家
完
成

九
月
廿
六
日

覺
之
助
か
ら
嘉
助
宛
て
手
紙
出
す

・
文
久
二
年
四
月
八
日

嘉
助
大
石
團
蔵
那
須
新
吾
坂
本
龍
馬
亡
命

五
月
廿
日

覺
之
助
道
之
助
大
坂
ゟ
帰
る

六
月
二
十
八
日

恒
之
進
参
勤
で
出
発

八
月
七
日

恒
之
進

大
坂
で
病
死

大
坂

延
齢
寺
に
埋
葬

・
文
久
三
年
正
月
廿
七
日

覚
之
助
又
京
都
御
臨
事
御
用
相
蒙
出
足

二
月
二
十
日

覚
馬

延
齢
時
か
ら
祠
掌
證
文
を
受
取
る

三
月
二
日

雨

京
状
来
ル

十
一
日

雨

京
状
来
ル

五
月
二
十
日

姉
小
路
公
知
暗
殺

こ
れ
よ
り
清
和
院
門
土
佐
警
備
開
始

八
月
十
三
日

天
誅
組

大
和
行
幸

九
月

覚
之
助
親
類
預
か
り

十
月
十
五
日

嘉
助

捕
縛

京
都
へ
連
行

・
文
久
四
年
二
月
十
六
日

嘉
助

打
首
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・
元
治
元
年
四
月
五
日

権
馬

京
都
勤
務
に
出
発

清
和
院
門
警
護

出
発
の
際
の
文
助
か
ら
の
歌

わ
か
れ
で
も
海
山
遠
く
隔
っ
と
も

た
え
ず
聞
か
せ
よ
と
き
の
あ
り
さ
ま

正
理

五
月
二
十
三
日

権
馬

嘉
助
慰
霊
実
施

・
元
治
二
年
三
月
七
日

覚
之
助

投
獄
・
・
・

・
慶
応
二
年
丙
寅
十
一
月
十
三
日
覚
馬
死
去

・
慶
応
二
年
十
一
月
十
五
日

権
馬
二
度
目
の
京
都
へ

・
慶
応
三
年
四
月
八
日

権
馬
高
知
間
汽
船
で
往
復

・
慶
応
三
年
四
月
廿
八
日

権
馬
大
坂
へ(

体
調
不
良
で
五
月
朔
日
京
都
着)

・
慶
応
三
年
五
月
十
四
日

権
馬
早
追
帰
国

文
久
元
年
か
ら
五
年
の
流
れ
で
権
馬
の
早
追
帰
国
と
関
連
記
事
の
山
内
家
公
記
史
料
へ
の
記
載
の
謎
は
述
べ
て

き
ま
し
た
。
覺
之
助
の
文
久
三
・
年
九
月
親
類
預
り
、
元
治
二
年
三
月
投
獄
と
で
す
。
覚
之
助
の
投
獄
は
山
内
家
公

記
史
料
に
武
市
半
平
太
の
書
翰
か
ら
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
久
三
年
九
月
の
覺
之
助
親
類
預
り
に
関
す
る
史
料

は
あ
り
ま
せ
ん
。
右
の
覚
之
助
投
獄
の
記
事
の
後
に
次
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

安
岡
覺
之
助
ノ
獄
ニ
下
り
シ
ハ
石
部
事

件
即
チ
文
久
二
年

月
江
州
石
部
驛
ニ

＊
＊
月
の
部
分
原
文
が
空
白

テ
京
都
町
奉
行
與
力
渡
邊
金
三
郎
等
數
名

殺
害
事
件
ニ
因
由
セ
ル
カ
如
シ
本
史
料
ハ

此
罪
案
ニ
言
及
セ
サ
レ
バ
之
ヲ
辨
ス
ル
コ

ト
彌
リ

本
項
ハ
前
後
に
掲
出
セ
ル
本
疑
獄
ニ
關
セ

ル
各
項
ト
參
照
ス
ベ
シ

文
久
二
年
に
覺
之
助
は
住
吉
陣
営
設
営
に
関
連
し
て
出
掛
け
て
い
る
が
、
右
の
石
部
驛
の
事
件
に
関
わ
っ
た
可
能

性
は
低
く
こ
の
こ
と
で
投
獄
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
冤
罪
で
あ
る
。
文
助
日
記
に
文
久
三
年
正
月
廿
七
日

覚
之
助
又

京
都
御
臨
事
御
用
相
蒙
出
足
と
あ
り
ま
す
が
、
帰
国
時
に
い
つ
も
書
か
れ
て
い
る
「
・
・
ゟ
戻
る
」
の
記
載
あ
り
ま

せ
ん
。
冤
罪
で
京
都
か
ら
強
制
的
に
連
れ
戻
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

京
行
雑
記
と
坂
崎
紫
蘭

最
初
の
疑
問
で
あ
っ
た
。
坂
崎
紫
蘭
が
権
馬
の
書
い
た
京
行
雑
記
を
ど
の
よ
う
に
見
た
の
か
。
記
載
内
容
か
ら
権

馬
の
日
記
を
直
接
、
間
接
に
見
た
の
は
事
実
覆
わ
れ
る
。
正
徳
の
資
料
の
い
く
つ
か
は
米
蔵
の
二
階
の
別
の
資
料
の

間
に
置
い
て
あ
っ
た
。
そ
こ
に
置
い
た
の
が
い
つ
で
誰
か
は
不
明
で
す
。

道
之
助
か
ら
道
太
郎
へ
明
治
三
年
改
名
、
道
太
郎
と
坂
崎
紫
蘭
は
土
陽
新
聞
の
上
司
部
下
か
同
僚
の
関
係
で
し
た
。

そ
し
て
道
太
郎
の
活
動
し
た
自
由
民
権
運
動
も
反
明
治
政
府
の
立
場
で
し
た
。
道
太
郎
の
松
山
牢
に
行
っ
た
の
は
従

兄
弟
と
し
て
慰
労
訪
問
、
反
明
治
政
府
の
仲
間
と
し
て
訪
問
か
。
隣
住
ま
い
の
生
き
残
っ
た
数
少
な
い
従
妹
で
は
あ

っ
た
。
正
徳
は
明
治
十
一
年
に
釈
放
さ
死
去
、
道
太
郎
は
明
治
十
九
年
に
死
去
。
正
徳
と
早
追
で
帰
国
し
た
小
笠
原

唯
八(

牧
野
群
馬
伝
記
対
象

)

は
戊
辰
戦
争
参
戦
し
覚
之
助
と
同
じ
時
に
戦
死
。
紫
蘭
の
新
聞
発
表
は
明
治
二
十
六

年
で
あ
る
。
紫
蘭
の
創
作
の
部
分
は
あ
る
と
し
て
も
、
あ
そ
こ
の
一
文
は
権
馬
の
口
惜
し
さ
が
滲
ん
だ
声
と
思
う
。

安
岡
権
馬
正
徳
傳

全

終
了


